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論文内容の要旨
〔目的〕
ー側の迷路を破壊すると眼球振塗(以下眼振と略す)が健側に向って現われるが，時間の経過と共
にしだいに消失してしまう。この現象は central compensation として以前からよく知られた事実
で，前庭平衡機能により，あるいは電気生理学的に検討した報告は多いが，この際に前庭神経核神経
細胞にどのような細胞化学的変化が起っているかを追求したものは少ない。そこで紫外線顕微分光測
光法によって centrr1 compensation の際の前庭神経核(主としてダイテノレス核)神経細胞の細胞化
学検索を神経活動と関係の深い核酸および蛋白質の観察を中心に追求した。
〔方法〕
体重約 500g 前後の成熟モノレモット 21 匹を使用した。 8 匹のモノレモットに当教室の方法に従って左
側迷路破壊術を行なった。対照群13匹のうち 6 匹は手術的に左上鼓室路および骨胞のみを開放し，他
の 7 匹は手術を行なわなかった。手術群はすべて術前に Preyer 反射に異常のないことを確め，自発
眼振検査，回転検査 (20秒10回転，眼振持続時間測定)等を行なって迷路機能に左右差がないことを
確認し Tこo
手術後 3 日， 1 週間， 2 週間目にそれぞれ自発眼振の観察と回転検査を行なったのちに断頭した。
前庭神経核を含む脳切片を Carnoy 液で固定，パラフィンで包埋し，厚さ 6μ の連続切片とし，クロ
ロホ Jレムと 100%エタノーJレで処理し，石英製スライドグラスおよびカバーグラスを用いてグリセリ
ンで封入し， Car1-Zeiss 製 universal-microspectrophotometer (UMSP) を用いて，ー側前庭神経
核について約15個の大型多極神経細胞の直径線上を波長 268mμ および 280mμ の紫外線で 0.5μ 幅で
走査した。前庭神経核の部位決定は Meessen & 01szewski に従った。左右両側それぞれについて，
il:E2681 268mμ での吸光度積分値と 280mμ での吸光度積分値との比|一一一!ならびに細胞質および核のLl:E280 J 
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の t 分析により左右間に有意差があるかどうかを検討した。測定した細胞は測定終了直後に， 確認
のため， 波長 268mμ で紫外線顕微鏡写真を撮影した。一部の切片に gallocyanine 染色を行なっ
。
た
内耳は Siebenmann一吉井波で固定， Plank-Rychlo 液で脱灰，セロイジンで包埋， hematoxylinｭ
eosin 染色を行なった。
〔成績〕
1 )左側迷路破壊後 3 日目では，断頭直前の回転検査で左回転でほぼ正常，右回転で眼振をほとん
ど観察できず， そのうちの 1 匹には positional nystagmus を認めた。 UMSP による測定結果は
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2) 左側迷路破壊後 1 週間目では，断頭直前の回転検査で左回転でほぼ正常，右回転で眼振持続時
間は左回転時の半分以下で，そのうち 1 匹には positional nystagmus を認めた。 UMSP による測定
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3 )左側迷路破壊後 2 週間目では，断頭直前の回転検査で 1 I[Çは左右差なく，他の 1 匹は左回転で
正常，右回転で眼振持続時間は左回転時の約半分で，自発眼振は認めなかった。 UMSP による測定
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4) 対照群のうち，手術を行なったものでは，それぞれ 3 日， 1 週間， 2 週間後の回転検査および
UMSP による測定結果に左右差を認めなかった。手術を行なわなかったものも， UMSP による測定
結果に左右差を認めなかった。
5) 左側迷路破壊群の内耳組織標本で hematoxylin-eosin 染色により，左前庭および三半規管の
完全破壊を認めたが，手術侵襲は前庭神経節細胞におよんでいなかった。脳組織根本では前庭神経核
において gallocyanine 染色で左右とも異常所見なく，紫外線顕微鏡写真でも変化を認めなかった。
〔総括〕
左側迷路を破壊したモノレモットにおいて，破壊側，非破壊側ともに，前庭神経核大型多極神経細胞
SE1… に chromatolysis その他の形態学的変化を認めなかったが， UMSP による測定の結果は，ー~がIEz80 
術後 3 日目で左く右， 1 週間目で左>右， 2 週間で左右差のない状態に戻る傾向を示した。
以上の結果から， 268mμ での吸収はほとんど核酸によるもの， 280mμ での吸収は主として蛋白質
によるものと考えるならば，眼振からみた代償作用の根底には，迷路破壊により transneural に前庭
神経核神経細胞の中にまで核酸および蛋白質等の細胞化学的変動がおこっている乙とを証明したもの
と考える。
? ?? ?
論文の審査結果の要旨
一側迷路破壊動物に現われる transneural な前庭神経細胞内の経時的変動を紫外線顕微分光測光法
(二波長使用)により検討し，術後の眼振異常期に合致して左右差が生ずる乙とを見出した。との乙
とは中枢性代償の初期における神経細胞の核酸蛋白質の変動を示すもので，今後の中枢性代償機構解
明の一助となるものと考える。
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